
国語科学習指導案 

学習者 附属小学校５年２組  34 名 

指導者 梶原 望生         

 

 

単元名  伝記を読んで見つけよう！「こんな自分になりたい！」 

共通学習材 「やなせたかし－アンパンマンの勇気」（光村図書５年） 

 

 

１．単元の目標 

これからの自分の生き方について、伝記を読むことが自分の考えを広げることに役立つことに気付

き、偉人解説シートにまとめるために読んだ伝記から理解したことに基づいて、偉人の解説と「なりた

い自分」をまとめることを通して、言葉が持つ良さを感じるとともに、必要な情報を集め、検討したり

するなど、お互いの考えを伝え合い、自分の考えをまとめることができるようにする。 

 

２．単元の言語活動とその特徴 

（１）本単元の言語活動 

    本単元の言語活動として、「読むこと」の言語活動例「イ 詩や物語、伝記などを読み、内容を説 

明したり、自分の生き方について考えたことを伝え合ったりする活動」を具現化し、伝記を読み、 

偉人の功績や人物像、それにつながるエピソードや心に残る言葉をまとめるとともに、そこから今 

後「なりたい自分」を明確にし、友達と伝え合う活動を位置づけた。 

（２）言語活動の特徴 

    本単元で児童がまとめる偉人解説シートは、次のような構造を持っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文章を読んで理解し
たことに基づいて、
偉人の人物像をまと
めている【Ｃオ】 

理解したことを
もとに理想の人
物像を明確にす
る。【Ｃオ】 



３．単元の評価規準 

 

４．指導と評価の計画（時間） 

時 ねらい（◆）と主な学習活動（〇）  

評価規準〈評価方法〉 

指導の改善に生かす評価「・」 

総括資料とするための記録に残す評価「○」 

知・技 思・判・表 主体 

事
前 

・佐伯市立佐伯小学校の５年生と交流を持ち、４月から各学校の最高学年として学校をリードする存

在となることへの意識を高め、今の自分の課題について考える。 

・学級文庫に様々な人物の伝記を取り揃え、日常的に読んでおく。 

１ 

◆伝記について、特徴や読む理由を考えたり、友達と話し合ったりする活動を通して、単元の見通し

を持つことができるようにする。 

○「伝記」について、これまでの読書経験

や、「なぜ読むのか」「どのようなよさが

あるのか」を話し合い、伝記をどう読む

か、そこから何を考えるのかを理解する。 

○教師の体験を聞くなどし、もうすぐ小学

校を引っ張るリーダーである６年生にな

ることを想起する。さらに、自分自身の

現在の課題を捉え、今後どうしていきた

いか願いを持ち、そうなるためにはどう

すればよいのか、偉人の生き方から学ぶ

事を確認する。 

○「なりたい自分」を明確にし、事前に交

流している佐伯小学校の５年生や友達と

交流し、偉人の生き方から感じたことや

自分の目標、思いを伝え合うことを確認

し、相手意識や目的意識を持つ。 

○共通学習材について、偉人の功績に関わ

る「エピソード」や「心に響く言葉」、そ

こから捉える偉人の「人物像」に着目し

て読むことを理解する。 

○単元を見通し、これまでに学習したどの

【学びログ】が使えそうかを確認しなが

ら学習計画を立てる。 

○偉人解説シートに自分の好きな偉人をま

  ・①〈発言分析・

記録分析〉 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
① 日常的に読書に親しみ、伝記

を読むことが、自分の考えを

広げることに役立つことに

気付いている。【知・技(３)オ】 

① 「読むこと」において文

章を読んで理解したこと

に基づいて、自分の考え

をまとめている。【Ｃオ】 

① 進んで、複数の伝記を読み、学習の

見通しをもって必要な情報を集め

たり検討したりするとともに、お互

いに考えを伝え合い、自分の考えを

まとめようとしている。 



とめ、「なりたい自分」についてまとめる

ことを理解する。 

○学習計画を立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２
・
３ 

◆共通学習材「やなせたかし－アンパンマンの勇気」から、たかしの人物像や疑問点について、全文

掲示を用い全体で共有しながら、汎用的に言語化・可視化することを通して、伝記の読みのポイン

ト【学びログ】として押さえていくことができるようにする。 

○共通学習材「やなせたかし－アンパンマ

ンの勇気」の全文掲示のたかしの功績・

人物像につながる「エピソード」や「心

に響く言葉」、疑問点について、家庭学習

で線を引いてきたところに付箋を貼る。 
○残した功績を確認したり、その人物像を

共有したり、疑問を共有して明らかにし

たりすることを通して、【人柄】【時代背

景】【生活環境】【苦悩・困難】【思い・願

い】【失敗・成功】【努力】について、【自

分と比べる】【共感】【疑問を解決】をし

ながら読むとよいことに気付き、「伝記の

読みのポイント【学びログ】」として言語

化・可視化する。 
○偉人解説シートの構成を考える。 
○偉人を一人再決定し、その伝記を読ん 
でおく。 

 
 
 
 
 
 

・①〈発言分析・ 

記録分析〉 

・①〈発言分析・

記録分析〉 

 

【想定される児童の姿】 

・これまで伝記は、すごいことをした人の話だ 

と思っていたけど、考え方や生き方を学ぶ事 

ができるのか。 

・○○な６年生になりたい。けれど今のままで 

はなれないと思う。どうすればいいのか、は 

っきりさせよう。 

・エピソードから「○○な人」を読み取ってい 

けばいいんだな。 

・学びログ【自分と比べる】が使えそうだな。 

・偉人解説シートにいい言葉を使ってまとめて 

いきたいな。友達と交流しながらすすめてい 

こう。 

【想定される児童の姿】 

・絵を描くことが好きだったのに、戦争の時代だ 

からできなくなったのか。今の自分達は…。 

・他の仕事をしていたのに、まんが家をもう一 

度目指し、売れなくても他の仕事をしながら 

描き続けることができるのは○○な人だった 

からだろう。 
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伝記の読みのポイント【学びログ】 
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◆自分が選んだ偉人について、前時までの伝記の読みのポイント【学びログ】を活用しながら読んだ

り、友達と交流したりすることを通して、偉人解説シートに自分の考えをまとめることができるよ

うにする。 

○教師モデルの「偉人解説シート」の構成 
を理解する。※第４時のみ 
 

○目的や相手を再度確認するとともに、な

ぜその偉人を選んだのかを明確にして、

自分の伝えたいことへの願いや思いを

高める。 

○自分が選んだ偉人の伝記を読み、偉人解

説シートにまとめる。 

○各時間、自分でめあてを立て、自分の立 

場からカードの色を決定し、ロイロノー 

トで共有する。 

○この時間、誰とどのような活動を進めて 

いくのかを明確にし、適宜交流等をしな 

がら活動する。 

○功績に関わる「エピソード」や「心に響 

く言葉」から偉人の「人物像」をまとめ、 

そこから「なりたい自分」についての自 

分の考えをまとめる。 

○適宜、「『なりたい自分』の思いは伝わり 

そうか」「どの【学びログ】を使えている 

か」「次はどの【学びログ】を使うか」等、 

自分の偉人解説シートの進捗状況や 

目的意識などをメタ認知する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・①〈発言分析・

記録分析〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○①〈発言分析・

記録分析〉 

※４～７時で評 

価する 

 

 

 

 

 

 

 

○①〈発言分 

析・記録分析〉 

※４～７時で評 

価する 

4～７時間目はロングレンジ学習として
おり、単元のゴールをめざし、児童が個々
のめあてを持ち自己調整しながら学習を
進めていく。 

共通学習材からの
学びを言語化・可視
化した【学びログ】 

【想定される児童の姿】 

・今日は一人で、選んだ偉人の【困難や苦悩】 

について着目して読んでみよう。 

・【自分と比べる】を使って、一人でざっくり「な 

りたい自分」からまとめていこう。 

・一人で心に残っているエピソードから人物像 

をまとめて、【共感】を言葉で表していこう。

途中で友達に読んでもらって、伝わるか確認

しよう。 

・【思い・願い】についての疑問点を明らかに 

したい。同じ伝記を読んだ人と交流してみよ

う。 



８ 

◆「なりたい自分」ついて、まとめたことを伝えるとともに今回活用した力を振り返ることを通して、

日常的に読書に親しみ、伝記を読むことが、自分の考えを広げることに役立つことに気付くように

する。 

○最終調整を行って偉人解説シートを仕上 

げ、出来上がったシートをもとに友達と 

交流を行い、感想を伝える。 

○この単元での学習活動を振り返り、伝記

を読むことの意義や楽しさ、自分につい

た力、今後の生活で使えそうな力をメタ

認知する。 

○佐伯市立佐伯小学校の５年生と交流し、 

それぞれの思いを伝え合い、成長してい 

くことや６年生になることへの思いを高 

める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○①〈発言分析・

記録分析〉 

 ・①〈発言分析・

記録分析〉 

５．並行読書材 

「手塚治虫」（東京書籍５年） 

「心をそだてる はじめての伝記 101 人」（講談社） 

「小さなひとりの大きな夢」シリーズ（ほるぷ出版） 

「この人を見よ！歴史をつくった人びと伝」シリーズ（ポプラ社） 

「心を強くする！ビジュアル伝記」シリーズ（ポプラ社） 

「歴史をひらく人物伝」シリーズ（文研出版） 

「はじめて読む科学者の伝記」シリーズ（汐文社） 

「伝記を読もう」シリーズ（あかね書房） 

他 伝記作品 

※児童の興味関心に沿って並行読書材を選書 

【想定される児童の姿】 

・○○さんは同じ偉人を選んでいたけど自分と 

は着目しているエピソードがちがうからもう

一つの人物像がみえてきた。 

・伝記を読むと、これからの自分の生き方につ 

いて具体的に考えることができた。それを言

葉で表現することで、願いからよりはっきり

とした目標になった。 

・この単元で、功績を残した人のことをただ「す 

ごい」と思うんじゃなくて、時代背景や置か

れた状況やその時の考えについて、自分と比

べたり共感したりすることで自分につながっ

て考えることができるんだ。 

・いろんな立場の同じ年のみんなが「なりたい 

自分」に向かって努力をしていけば、充実し

た学校生活が送れそう。 



６．本時の指導 （６／８） 

時間 児童の活動 ○指導及び・留意点【選択・決定】【当事者意識】 ※支援を要する児童への手立て ◎評価〈方法〉 

５

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

30 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．本時のめあてをたてる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．各自、自分のめあてに沿

った活動を行い、偉人解説

シートにまとめる。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○解説する相手と「なりたい自分」を明確にして、シートにまとめ

ることを確認する。 

・自分の偉人解説シートの進捗状況を確認した上で、本時の自分

の活動を見通して自分のめあてを設定するようにする。 

 

 

・本時の自分の学びに合った色のカードを選択し、提出するよう

にする。 

一人で活動…ピンク  

友達と活動…水色  

見てほしい…緑 

【選択・決定】【当事者意識】 
※自分のめあてを設定することに困っている児童には【学びログ】 

をめあてに入れるように促す。 

○教科書教材の全文掲示、伝記の読みのポイント【学びログ】、教

師モデルを掲示し、児童が活動中、適宜確認するようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時のねらい   自分が選んだ偉人について、伝記の読みのポイント【学びログ】を活用しながら伝記を読

んだり友達と交流したりする活動を通して、功績やエピソードを結び付けながら「人物像」

「なりたい自分」に関する自分の考えを偉人解説シートにまとめることができるようにす

る。 

評価規準  自分が選んだ偉人について、功績やエピソードを結び付けながらその人物像を偉人解説 

シートにまとめるとともに、「なりたい自分」についてまとめることができる。【Ｃオ】 

具体的な児童の姿 「この時代によくここまでがんばることができたな。自分だったら諦めているな。

時代のせいにせずに、自分がやれることを探すのが大切なんだ。自分も今できる

ことを大切にしていきたいということを『なりたい自分』にまとめよう。」 

「このときどうしてこう考えたのか、同じ偉人を選んでいる友達と交流して、『自

分のやりたいことに一生懸命』という事がわかった。エピソードにまとめよう。」 

「今日はエピソードから偉人の生き方のまねしたいところが見つかった。次はそ

こから『なりたい自分』をまとめることができそうだ。」 

めあて なりたい自分や偉人について解説シートにまとめるために 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10

分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．本時の振り返りを行う 

・ロイロノートで提出させた各自のめあてを共有し、交流相手を

探す際の手立てにできるようにする。 

【選択・決定】【当事者意識】 
※活動に困りが出た児童が、困りを共有及び解決できるようにマ

ッチングゾーンを設けておく。 
※活動が停滞している児童に対して、他の児童のめあてや活動の

様子から交流相手をマッチングしていき、状況に応じて全体に

共有する。 
○声掛けをして、自分の進捗状況を確かめることができるように

する。 
◎【学びログ】を活用し、自分の選んだ偉人についてエピソードか

ら人物像や「なりたい自分」について、偉人解説シートにまとめ

ている。【Ｃオ】          〈発言分析・記録分析〉 
 

○本時の活動の中で児童の良い姿を価値づけするとともに、自分 
のめあてに立ち返って本時の振り返りを行うようにし、ロイロ 
ノートで提出することを確認する。【当事者意識】 

・今日の自分の学びに合った振り返りの視点を選択して振り返る 
ようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・自分の変容を捉えていたり、【学びログ】を有効に活用できてい

たりする振り返りを提出順に取り上げ、価値づけていく。 
 
○数名の児童が振り返りを発表する時間を設ける。 

 

【振り返りの視点】（この中から選択する） 

・今日できたこと・できなかったこととその理由 

・困ったこと 

・自分の考えがどう変わったか 

・使えた【学びログ】 

・まねしたい友達の姿 

・次の時間にしたい事 

・使いたい【学びログ】 

※この中から２、３つ選択するようにする 


